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「2025年６月期 決算説明資料」に関する動画書き起こし 

 

当社が 2025 年８月８日に開示いたしました「2025 年６月期 決算説明資料」に関する動画の書き起こ

しを掲載いたします。 

詳細につきましては次頁以降をご参照ください。 

 

 なお、動画本編は当社 IRサイトをご参照ください。 

 https://dive.design/ir 
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株式会社ダイブ、代表取締役社長の庄子です。 
 
 

 

2025年 6月期、通期の業績ハイライトと後半に、2026 年 6月期の業績予想をご説明させていただきま

す。 



 

売上高については前期比 11％増の 137 億円、売上総利益は 17％増の 34億円。営業利益、経常利益は、

いずれも前期比で約 40％増の大幅な増益となり、前期に引き続いて、過去最高を更新しております。 

これは当社が着実に築き上げてきたサービス基盤と、現場のオペレーション強化がもたらした成果だ

と考えております。 

売上高については、2025年 6月期の期初より観光 HR事業の職業紹介が想定を大きく上回っており、人

材派遣とのセールスミックスを考慮した参考売上高は前期比 16％増の 143 億円と、ほぼ想定どおりの着

地となりました。 

外部環境についても引き続き追い風が吹いており、日本人旅行者の底堅い需要に加えて、2025 年上半

期にはインバウンド旅行者が過去最速で 2,000 万人を突破、政府が掲げる 6,000 万人の目標も、いよい

よ射程圏内に入ってきたと考えております。 

今後も、旺盛な人材需要にこたえ、業績もしっかり成長させられるよう努力してまいります。 

 

次は四半期別の推移です。 



 

冒頭でもお伝えしたとおり、売上高、各段階利益ともに、過去最高を更新しております。 

観光 HR事業の売上高は、前期比 10％増の 129億円でありますが、職業紹介が想定を大きく上回って推

移し、職業紹介を人材派遣に読み替えた参考売上高は、前期比 15％増の 135 億円となり、当社が想定し

ていた成長率で着地できたと考えております。 

地方創生事業は、投資回収フェーズと位置付けており、売上高は前期比 61％増の 7.9 億円と大幅な増

収となり、通期で黒字化を達成することが出来ました。 

販管費は、広告宣伝投資やシステム開発、社員採用など将来への成長投資を積極的に実施した結果、

前期比 12％増の 27億円となりました。 

営業利益は、前期比 39％増の 7.5 億円と大幅な増益で着地しました。 

観光 HR事業は、通期を通して広告宣伝など投資を継続し地方創生事業は、前期 2.6億円の赤字を計上

していたところから、500万円の黒字に転換することができました。 

一方で、地方創生事業が展開する宿泊ブランドにはグランピング施設の「ザランタン」と、ホテルタ

イプの「クラフトホテル」というブランドがあります。 

「ザランタン」の各施設は堅調に推移し、業績を牽引しましたが「クラフトホテル瀬戸内」に関して

は想定を下回る状況が続いたため、減損損失を計上し結果、当期純利益は 4.5億円となりました。 

 

次は観光 HR事業の主要 KPI についてです。 

 

 

 

 

 



 

観光 HR事業における主要 KPIの「就業者の人数」と「就業者 1人あたりの売上高（LTM）」の推移です。 

まず就業者の人数については、多くの業界で人手不足が続くなか、戦略的に強化した広告宣伝投資や

日々のオペレーションの効率化が功を奏し前期比 24％増の 14,555人と大幅に伸ばす事が出来ました。 

売上高や利益と同様に、就業者の人数も過去最高を更新しております。 

就業者１人あたりの売上高も、前期比 8％増の 134万円と就業期間の長期化やマッチング精度の向上な

どが寄与し、こちらも過去最高を更新しております。 

この 2 つの KPI は、当社の事業成長を支える根幹であり投資の費用対効果をモニタリングしながら、

業務の自動化やオペレーションの改善を通じて、さらなる成長を目指してまいります。 

 

次に、職業紹介スタッフの増加による、人材派遣と職業紹介のセールスミックスについてご説明いた

します。 



 

想定を大きく上回った職業紹介の実績について、改めてご説明いたします。 

まず前提として職業紹介による売上高は、粗利のみを売上高とするため、人材派遣と比較して、売上

高の計上額が低くなる性質があります。 

取引先のニーズ拡大により、職業紹介による売上高が約 1.7億円となりました。 

この 1.7 億円が、仮に人材派遣であった場合、派遣の売上高に読み替えると約 7.8 億円の売上高とな

ります。 

ここから 1.7億円を差し引いた 6.1億円が売上高にプラスオンされることになります。 

今期の観光 HR事業の売上高が 129.7億円、読み替えた売上高 6.1億円を合計すると、前期比 15.3％増

の 135.8 億円の計算となりますので事業計画で想定したとおりに着地できたものと考えております。 

また、スライド右側の図に記載しております通り、職業紹介の増加率は前期比約 60％増と高い水準を

維持しております。 

当社としましては、人材派遣も職業紹介も売上計上の違いはありますが、どちらでも収益に与える影

響は無いと考えておりますので人材派遣、職業紹介ともに注力してまいります。 

 

次に主力事業である観光 HR事業の業績です。 



 

観光 HR事業の売上高、売上総利益、営業利益の全てにおいて過去最高を更新しております。 

売上総利益率は、職業紹介比率の上昇や人材派遣における原価率の改善により、前期と比較して 0.3％ほ

ど改善いたしました。 

一方で、販管費につきましては、通期を通して、広告宣伝投資や社員採用を強化した結果、販管費率

が 1.1％上昇しております。 

その結果、営業利益は 12.7億円で着地しております。 

今後も、売上、利益を伸ばして行けるよう市場の動向を見極めながら、適切な投資を実行してまいり

ます。 

 

次に計画予算に対する 2025年 6月期の実績です。 



 

売上高については、対計画比 94.4％の 137 億円となりましたが職業紹介を加味した参考売上高は、対

計画比 98.6％とほぼ計画通りの着地となりました。経常利益については対計画比 94.7％の 7.6億円とな

りました。 

2026 年 6 月期の成長を見据えた追加投資を約 5,000 万円実行したことにより、計画比で約 4,000 万円

の未達となりました。 

なお、この追加投資は既に効果が見え始めており、2026 年 6 月期の業績に貢献できるものと見込んで

おります。 

当期純利益については対計画比 87.5％の 4.5億円となりました。 

先ほどもお伝えしましたとおり、クラフトホテル瀬戸内の収益性を総合的に勘案し、約 1 億円の減損

損失を計上したことが要因です。 

ただ、その他のグランピング施設「ザランタン」は堅調に推移しております。 

また、今回の減損は、主力事業である観光 HR事業の収益力や事業環境とは一切関係のない、個別の施

設に起因するものである点は強調してお伝えしておきたいと思います。 

 

次は、第 4四半期の主なトピックスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 4四半期の主なトピックスは６つです。詳細は資料をご参照ください。 

 

次に 2026年 6月期の事業計画です。 



 

売上高は前期比 16.1％増の 160 億円、営業利益は 5.8％増の 8 億円、当期純利益は 19％増の 5.4 億円

を計画しております。 

売上高については観光 HR事業において日本人旅行者の底堅い需要に加え、インバウンド需要の拡大も

継続する見込みであり、人材ニーズは堅調に推移すると考えております。 

地方創生事業についても、特に「ザランタン」の知名度が向上してきており、客室稼働率や客単価の

上昇が期待できる環境が整いつつあります。 

営業利益については本来であれば、10億円を超える水準が見込める状況ですが 2027年 6月期以降の更

なる利益成長を見据え、約 2 億円の戦略的な投資を計画しております。のちほど、先行投資の概要をご

説明いたします。 

当期純利益については 2025年 6月期に減損損失を計上しておりますので、高い伸び率となっておりま

す。 

なお、新規事業や M＆Aにかかる売上・利益は事業計画に含めておりません。先行投資の費用のみを事

業計画に含めております。 

新規事業や投資計画の進捗次第で、売上・利益に変動が生じる可能性がありますので、その際は速や

かに開示いたします。 

 

次に、2026 年 6月期に実施する先行投資の概要です。 



 

先行投資は大きく分けて５つです。 

まず１つ目は、「売上・市場シェアの向上」です。 

観光 HR事業の SEO強化を図り、派遣スタッフの集客力強化と「リゾートバイトならダイブ」というよう

なブランディングの強化を図ってまいります。その他に、地方創生事業の宿泊施設における閑散期の売

上向上の施策も取り組んでまいります。 

２つ目は、「生産性の向上」です。 

すでに業務の自動化や生成 AIの導入を進めておりますが、今期はさらに加速させ、社員１人あたりの生

産性向上を図ってまいります。また、観光 HR事業の組織体制を変更、進化させて顧客満足度、収益力の

改善に努めてまいります。 

３つ目は、「新規事業の創出」です。 

既存事業に関連した「宿泊事業者向け SaaSのハッサク」や決算と同時に開示させていただいた第四北越

銀行さんと柴田陽子事務所さんとの共同プロジェクトのような新領域での新規事業に力を入れてまいり

ます。 

４つ目は、「M＆A」です。 

連続成長、非連続成長を加速させるためには M＆Aが重要だと考えております。社内に専門のチームを組

成し、金融機関や仲介会社との連携を強化し、M＆Aの推進に努めてまいります。 

５つ目は「組織力の向上」です。 

新規事業開発や M＆Aの推進には高度人材の育成や採用が重要だと考えております。社内での育成はもち

ろんのこと、実績・経験のある人材を採用し、スピーディーに事業を進めてまいります。なお、すでに

複数名、マネージャークラスの人員の入社を予定しております。 

以上の５つに注力し、2027年 6月期以降の売上・利益の最大化を目指してまいります。 

最後に財務状況です。 



 

財務情報につきましては、資料をご参照ください。 

 

 

以上が 2025 年６月期の業績報告と 2026年 6月期の事業計画となります。 

今後も事業の成長に向けて真摯に取り組んでまいりますのでご支援のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

以上 


